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令和 8年度予算見積調書 課室名:

説明事業

人権・男女共同参画課
担当名: ＬＧＢＴＱ担当

内線: 2927 (単位：千円)
会計

P18 ALLYビジュアライズ推進事業 一般会
計

総務費 県民費
項

県民活動推進
費

人権施策推進費
番号 事業名

事 業
期 間

令和 7年度～ 根 拠
法 令

性的指向及びｼﾞｪﾝﾀﾞｰｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの多様性に関する国民の理解
の増進に関する法律、性の多様性を尊重した社会づくり条例

款

針路 07
令和 9年度 分野施策 0704

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

10
10-2

　アライの認知度は上がりつつあるが、高いとまでは言
えないことや、カミングアウトしたいができていない性
的マイノリティも多くいることから、マジョリティ側の
支援姿勢を発信していくことが必要不可欠である。
　そこで、当事者に安心感を与えるとともにアライを増
やしていくため、アライをビジュアライズ（見える化）
する取組を行う。

　ア　職員をビジュアライズ　　　1,399千円
　イ　県の取組をビジュアライズ　  404千円

（１）事業内容及び事業計画
　　ア　職員をビジュアライズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,399千円
　　　　当事者との対話を取り入れた県職員セミナーの実施、レインボーグッズの配付、アライコミュニティの運営
　　イ　県の取組をビジュアライズ　　　　　　　　　　  　　　　　   404千円
　　　　国内最大級の性的マイノリティイベントである「TokyoPride」への出展

（２）事業効果
　　　全ての人があらゆる場において性の多様性が尊重され、安心して生活のできる社会の実現
　　　【活動指標(アウトプット)】県職員セミナーの開催(2回/年)
　　　　　　　　　　　　　　　　レインボーグッズの配付(約330個)
　　　　　　　　　　　　　　　　TokyoPrideへの出展
　　　【成果指標(アウトカム)】令和8年度 埼玉県アライチャレンジ企業390社、アライの認知度 29%、
　　　　　　　　　　　　　　　県庁が性の多様性に配慮されていると感じる県民の割合50.7%、
　　　　　　　　　　　　　　　性の多様性が尊重され、安心して生活のできる社会が実現されていると感じる県民
　　　　　　　　　　　　　　　の割合28.5%

（３）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　企業と連携して事業を実施し、事業効果を高める。

２　事業主体及び負担区分
（県10/10）

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.0人=9,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 1,803

前年額 3,176 3,176

― 県民生活部 18 ―

誰もが活躍し共に生きる社会の実現

1,803 △1,373

人権の尊重



 

事業名

単位事業名 予算額 1,399千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 1,399 △1,501

合計 1,399 △1,501

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 0 △930

需用費 0 △1,415

役務費 1,399 844 講師派遣手数料

合計 1,399 △1,501

単位事業名 予算額 404千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 404 128

　

主な内容

事業内訳書

ALLYビジュアライズ推進事業

職員をビジュアライズ

主な内容

主な内容

県の取組をビジュアライズ



 

 

単位事業名 予算額 404千円

　
 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

合計 404 128

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 19 △7 Tokyo Pride準備・出展　2日分

需用費 0 △100

役務費 45 45 Tokyo Pride物資運搬費

委託料 146 146 ALLY大学ネットワーク取組紹介パネル作成

使用料及び賃借料 194 44 Tokyo Pride出展料

合計 404 128

県の取組をビジュアライズ

主な内容

主な内容


